






考察ならひに要約 

1976 年 Yanagimachi らは acrosome reaction を完了したヒト精子が,透明帯除去ハムスタ

ー卵に受精可能なことを見つけ,ヒト精子の受精能を調べるときに使用可能であることを

報告した。われわれはこの invitro 受精系とヒト卵透明帯を用い,細胞外基質の受精に与え

る影響を検討して以下のような結果を得た。 

ヒト精子は基質のない培養液中でも透明帯除去ハムスター卵への侵入は可能であった。こ

れは細胞外にエネルギー源がなくてもacrosome reaction が起こることを示していると考

えられる。一方,ヒト卵透明帯への侵入は基質が欠除することにより低下し,とく

に,g1ucose-free のときには認められなかった。また,glucose-free の場合は,透明帯除去

ハムスター卵への平均侵入数も少なく,細胞外に存在する基質の中では glucose がヒト精

子の受精能に最も大きな影響を与えていると思われた。 


